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2014年を迎え、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 早いもので市議会議員となり11カ月が過ぎようとしております。平素は、市議会としての活動、また後援会 

活動に多大なるご理解を頂き心より感謝申し上げます。 

 さて、昨年を振り返ってみますと、私たちの各務原市は浅野健司市長新体制となり、市政では新しい風が吹く 

一年であったと感じております。私自身、議員1期1年目として、勉強の毎日でありましたが、皆様のお力添え 

とご指導を頂き、平成25年を無事終えることができました 

 また昨年は、第2,3,4回定例会にて一般質問をさせて頂き、質問をする度に多くの学びを頂きました。そして、 

数多く頂いた地域要望では、地域の課題をより明確に知ることができ、要望達成に向け、地域の皆さまと共に 

取り組ませてたことに感謝致します。本年も昨年同様、「行動こそ全て」を念頭に置き、何事に対しても 

実施主義で取り組んで参ります。今後も変わらぬご指導、ご鞭撻のほど何卒宜しくお願い申し上げます。 

 本年が皆様にとって幸多き一年となることを心からお祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。 

昨年は皆様の多大ないる

感謝申し上げます。本年も大竹と共に皆様

安全安心で住みよい街となるよう、私たち後援会も

となり

予定しております。議会報告や様々なイベントのご案内

を掲載させて頂きます。

本年も

 8月30日～9月27日 第3回定例会 

9月 7日 各務原カレー祭 

10月19日 八木山小学校運動会 

     生命の森植樹祭 

10月20日 後援会親睦旅行 

10月23日 敦賀市議会との意見交流会 

11月 1日 市制50周年記念式典 

11月 8日 中濃十市議会研修会 

11月11日 楓の会彫刻作品展 

11月17日 韓国春川市議団との意見交流会 

11月24日 航空祭 

11月26日～12月18日 第4回定例会 

11月29日 鵜沼中学校合唱祭 

12月 1日 ｺｰﾗｽｸﾞﾙｰﾌﾟｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ 

12月 3日 道の駅開設協議議員団視察 

12月 6日 第47回各務原商工会議所青年部総会 

                  など 

↑道の駅「クレール平田」視察 

その他、会派研修会、岐阜工業高校表敬訪問、 

地域の各イベント、会議、ボランティア等に参加 

させて頂きました。 

また、12月9日、10日の2日間、質疑、代表質問、一般質問が行われ、一般質問では17名の議員が質問を行う活気の 

ある議会となりました。大竹大輔の一般質問は次の通りです。大きく4項目について諮問致しました。 

※前向きなご答弁を数多く頂きました！ 

 平成26年予算編成に反映されることを期待致します！ 

質問:母体の体にかかる大きな負担を軽減する 

   産後ケアの考えについて 

答弁:産後の専門医における健康検査や母乳育児 

   相談は、出産後の身体の回復の確認や、 

   母乳育児に対する悩みを解決するための貴重 

   な機会となり、妊婦から出産、子育てまでの 

   切れ目ない支援に繋がるなど、とても大切な事業 

   であると考える。新年度実施に向けて、産後1ヵ月 

   検診や母乳育児相談の助成を検討する。 

質問:AED設置場所の一層の周知と24時間使用可能 

   にする考えについて 

答弁:公共施設に設置したAEDについては、ホームページ 

   や防災マップなどに掲載している。今後も内容など 

   の見直しを図り随時更新する。また、AEDの使用に 

   ついては、不特定多数の人が集まりやすい施設で、 

   開館している時間帯に使用することを想定してい 

   る。夜間・閉館日についても、救急車はいち早く 

   到着し対応ができるよう現場到着所要時間の短縮に 

   努める。 

  

 

第4回定例会が平成25年11月26日から12月18日までの23日間の会期で開催されました。 

市長から提出された議案は、追加も含め全て可決されました。 

質問:本市の空家対策及び活用について 

答弁:都市ブランド力を強化することで、定住人口の増加 

   に繋げる。特に、子育て中の若い世代に対して、子育て 

   応援団事業、中学生までの医療助成など、切れ目ない 

   子育て支援を実施するなど、当市の魅力を感じてもらう 

   様々な事業を展開している。また、ふれあいバスによる 

   交通弱者対策、ITを活用した買い物困難者支援講習会 

   など、老後も安心して住み続けることができる取り組み 

   を行っている。空き家活用については、ボランタリー 

   ハウスなどの地域の活動拠点という空き家の再活用が 

   行われている。具体例として、緑苑地区においては、 

   自治会や支部社協の役員、民生児童委員などが中心と 

   して、今月1日(平成25年)より「地域密着ふれあいハウス 

   ふらっと」をオープンし、地域の支えあい活動の拠点 

   として活用されている。 

質問:東の行政窓口となる鵜沼市民サービスセンターの 

   耐震化と更新の考えは 

答弁:43年が経過し、施設・設備ともに老朽化が著しい為、 

   建て替えを予定。東の行政拠点としてふさわしい施設 

   となるよう、施設の位置・規模・機能や運営形態など 

     について現在検討している段階。今年度中に基礎構想 

     を策定し、次回定例市議会にて概略を説明する予定。 

  


